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生
産
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解

決
に
参
考
と
な
る
新
技
術
や

生
産
事
例
等
を
紹
介
し
、
足

腰
の
強
い
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
経
営
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
す
る
。
今
回

の
第
４
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

経
営
、
土
壌
病
害
管
理
、
施

肥
管
理
に
焦
点
を
絞
っ
て
議

論
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
資
材
メ
ー
カ
ー

か
ら
最
新
施
設
資
材
情
報
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
ま
た
、
２
日
間
に
わ
た

り
、
園
芸
資
材
・
種
苗
・
機

器
展
示
会
も
同
時
開
催
さ
れ

る
。

開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
、
１

日
目
が
、「
規
模
拡
大
へ
の

経
営
課
題
、
土
壌
病
害
虫
防

除
対
策
」、
２
日
目
が
「
養

液
土
耕
栽
培
へ
の
展
望
」。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
全
国
の

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の
施
設

園
芸
生
産
・
経
営
者
に
参
加

頂
き
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
＝
大
山
寛
会

長
）・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
実

行
委
員
長
＝
渋
谷
忠
宏
全
野

研
副
会
長
）
は
、
第
４
回
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

を
来
年
１
月
28
日
㈫
・
29
日

㈬
の
両
日
、
東
京
・
江
戸
川

「
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
」
で
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第
４
回 

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ 

サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
26
年
1
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬

　
東
京
・
江
戸
川
「
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
」
で

経
営
、土
壌
病
害
管
理
、

施
肥
管
理
を
テ
ー
マ
に

  1月28日㈫  
　12：00 開場、機器資材展見学

　13：00～13：20 開会　主催者挨拶
 来賓挨拶： 農林水産省、一般社団法人日本施設園芸協会、

JA全農
　13：20～13：30 総合司会　（独）農研機構 野菜茶業研究所 上席研究員　

施設野菜生産プロジェクトリーダー　中野　明正 氏
　13：30～14：30 施設園芸における規模拡大の経営課題

（独）農研機構 中央農業総合研究センター 上席研究員　迫田　登稔 氏
　14：30～15：30 土壌病害虫防除の最新技術―ネコブセンチュウ対策を中心に
 「低濃度エタノールを用いた土壌還元消毒法」

千葉県農林総合研究センター 野菜研究室 主席研究員　大木　　浩 氏
　15：30～16：00 機器資材展見学
　16：00～17：00 施設園芸経営における労務管理

労務管理事務所　社会保険労務士　磯　　　充 氏
　17：00～18：00 最新施設資材情報 司会　全野研青年部　長嶋　智久
 （1）線虫防除剤 アグロカネショウ㈱　
 （2）微生物資材 ㈱加藤工業所　
 （3）木酢液 ㈲木紅木　
 （4）換気装置 東都興業㈱　
 （5）防除・遮熱ネット 日本ワイドクロス㈱　
 （6）植物保護資材 ベルグアース㈱　

　18：30～20：00 交流・懇親会

  1月29日㈬  
　9：00 開場、機器資材展見学

　9：15～10：00 養液土耕栽培の展開方向
（独）農研機構 野菜茶業研究所 上席研究員　中野　明正 氏

　10：00～10：45 黒川農場における養液土耕栽培の取り組み
明治大学農学部 特任教授　小沢　　聖 氏

　10：45～11：30 茨城県における養液土耕栽培の取り組みと成果
㈱養液土耕栽培研究所 取締役営業部長　三好　　規 氏

　11：30～11：50 養液土耕法を利用した高品質トマト生産
徳島県　㈱アグリベスト

　11：50～12：10 養液土耕栽培を導入したキュウリの大規模経営
茨城県筑西市　 茨城県農業経営士　小島　　栄 氏

　12：10～12：40 イスラエルの潅水技術に学ぶ
ネタフィム・ジャパン　田川不二夫 氏

　12：40 閉会

第４回トマト・キュウリサミット日程

実
行
委
員
長
：
渋
谷　

忠
宏
（
全
野
研
副
会
長
）

副
委
員
長
：
金
井　

和
夫
（
全
野
研
青
年
部
会
長
）

委　
　
　

員
：
成
田　

稔
雄
（
新
潟
県
）

　
　
　
　
　
　

吉
久
保
憲
章
（
茨
城
県
）

　
　
　
　
　
　

嶺
岸　

雄
二
（
宮
城
県
）

　
　
　
　
　
　

長
嶋　

智
久
（
栃
木
県
）

　
　
　
　
　
　

神
保
謙
太
郎
（
栃
木
県
）

　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

浩 

（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　

角
田　

敬
一
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　
　

西
山　

賢
一
（
神
奈
川
県
）

　

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ

ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
で
は
、

さ
ら
に
「
サ
ミ
ッ
ト
」
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

さ
ら
に
多
く
の
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
全
野
研
東
京
事

務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
】

第
４
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
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暖
房
機
器
の
主
な
燃
料
と

し
て
Ａ
重
油
を
使
用
す
る
な

ど
加
温
等
に
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
す
る
施
設
園
芸

に
お
い
て
は
、
燃
油
コ
ス
ト

が
経
営
費
全
体
に
占
め
る
割

合
も
高
い
こ
と
か
ら
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
燃
油
コ
ス

ト
の
節
減
は
重
要
な
課
題
で

す
。こ

れ
ま
で
に
、
燃
油
価
格

高
騰
緊
急
対
策
等
に
よ
る

施
設
園
芸
省
エ
ネ
設
備
導
入

支
援
や
「
施
設
園
芸
等
の
生

産
現
場
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
向
け
た
取
組
強
化
に

つ
い
て
」（
平
成
18
年
５
月

８
日
付
け
18
生
産
弟
８
２
５

号
農
林
水
産
省
生
産
局
長
通

知
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

一
回
・
二
回
・
三
回
と

回
を
重
ね
る
事
に
参
加
人

数
も
増
え
て
き
た
ト
マ
ト
・

キ
ュ
ウ
リ
サ
ッ
ミ
ト
も
今

回
で
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

毎
回
、
全
国
野
菜
園
芸
研

究
会
の
青
年
部
の
メ
ン
バ

ー
と
で
意
見
討
議
し
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
決
め
・
内

容
・
講
師
・

パ
ネ
ラ
ー
選

定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
青

年
部
は
、
概

ね
二
十
代
か
ら
四
十
代
前

半
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

将
来
に
向
け
て
の
夢
も
大

き
く
・
活
力
・
行
動
力
の

あ
る
人
ば
か
り
で
す
。
勿

論
、
サ
ミ
ッ
ト
で
の
司
会
・

開
会
・
閉
会
等
諸
々
の
運

営
に
関
わ
る
事
全
て
は
青

年
部
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

今
現
在
の
自
分
の
現
状
に
、

新
し
い
知
識
・
技
術
を
導

入
し
て
の
未
来
像
を
描
き

つ
つ
、
努
力
を
惜
し
ま
な

い
姿
に
熱
意
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

三
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
誰
も
が
経

営
を
し
て
い
く
中
で
一
度

は
経
験
を
す
る
、
規
模
拡

大
す
る
上
で
必
要
と
な
る

雇
用
と
い
う
問
題
で
す
。

ど
の
様
な
形
で
パ
ー
ト
を

頼
ん
だ
ら
よ
い
の
か
？
ど

の
様
に
パ
ー
ト
を
継
な
ぎ

止
め
て
お
く
の
か
？
い
つ

ま
で
な
の
か
？
何
時
賃
金

を
上
げ
る
の
か
？
協
定
書

は
必
要
な
の
か
？
等
の
諸

問
題
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
「
施
設
園
芸
に
お

け
る
規
模
拡
大
の
経
営
課

題
」
を
迫
田
氏
、「
施
設
園

芸
経
営
に
お
け
る
労
務
管

理
」
を
磯
充
氏
の
お
二
方

に
講
演
を
頂
き
ま
す
。
二

つ
目
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ

ウ
リ
に
も
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
線
虫
に
も
効
果
の

あ
る
土
壌
消
毒
法
を
、
土

壌
病
害
虫
防
除
の
最
新
技

術
「
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル

を
用
い
た
土
壌
還
元
消
毒

法
」
と
題
し
ま
し
て
大
木

浩
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
。
三
つ
目
は
、
大

会
二
日
目
に
な
り
ま
す
が
、

施
設
を
植
物
工
場
に
近
付

け
さ
せ
る
技
術
の
一
つ
と

し
て
自
動
潅
水
の
進
化
形

と
も
言
え
る
養
液
土
耕
に

つ
い
て
、「
養
液
土
耕
栽
培

の
展
開
方
向
」
を
中
野
明

正
氏
・「
養
液
土
耕
研
究
会

の
取
り
組
み
と
成
果
」
を

鈴
木
雅
人
氏
・「
イ
ス
ラ
エ

ル
の
潅
水
技
術
に
学
ぶ
」

を
田
川
不
二
夫
氏
の
三
名

に
講
演
頂
き
、
養
液
土
耕

栽
培
生
産
者
よ
り
事
例
発

表
も
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
全
野
硏
協
賛

会
よ
り
最
新
施
設
資
材

情
報
の
紹
介
が
あ
り
ま

す
。
是
非
と
も
、
知
っ
て

貰
い
た
い
技
術
・
資
材
の

情
報
が
沢
山
提
供
さ
れ
ま

す
。
お
見
逃
し
の
な
い
よ

う
に
！　

一
日
目
の
終
わ

り
に
は
、
交
流
・
懇
親
会

も
あ
り
ま
す
の
で
、
全
国

か
ら
参
加
さ
れ
る
生
産
者
・

指
導
機
関
の

方
々
・
協
賛

会
の
方
々
等

お
互
い
に
情

報
交
換
や
懇

親
を
深
め
て
頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

今
回
も
盛
り
沢
山
で
、

と
て
も
有
意
義
な
サ
ミ
ッ

ト
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

通
知
に
よ
り
、
施
設
園
芸
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向

け
た
取
組
を
強
化
・
推
進
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
加
温
期
を
控
え
、
燃
油

価
格
が
依
然
と
し
て
高
価
格

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
な
お
一
層
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
施
設
園
芸
の

生
産
現
場
に
お
け
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
向
け
た
取
組
が
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
特
に

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
関
係

者
へ
周
知
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
生
産
現

場
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
指
導
助
言
に
つ
い
て
ご
配

慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１ 　
依
然
と
し
て
高
価
格
で

推
移
し
て
い
る
燃
油
価
格

に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、「
施
設

園
芸
等
の
生
産
現
場
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向

け
た
取
組
強
化
に
つ
い

て
」
及
び
「 

「
施
設
園
芸

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
管
理

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」、「
施

設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

「
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
材
・
設
備
等
の
格
付

認
定
に
係
る
提
案
」
及
び

「
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
型
栽
培
の
推
進
方
向
に

つ
い
て
の
提
言
」
に
つ
い

て
」（
平
成
20
年
３
月
31

日
付
け
19
生
産
弟
９
３
４

３
号
農
林
水
産
省
生
産
局

長
通
知
）
に
基
づ
き
、
加

温
開
始
前
に
暖
房
機
器
の

点
検
整
備
や
温
室
内
の
環

境
改
善
を
徹
底
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
を
進
め
る
。

２ 　
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
記
の
取
組
を
進
め
つ

つ
、
Ａ
重
油
等
の
価
格
動

向
の
把
握
と
コ
ス
ト
分
析

に
よ
り
現
行
の
栽
培
方
法

に
お
け
る
経
営
収
支
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
石

油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利

用
し
た
加
温
設
備
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
、
内
張
多
層
化

等
の
高
断
熱
被
覆
資
材
、

局
所
加
温
技
術
の
導
入
等

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

の
施
設
園
芸
へ
の
転
換
を

検
討
す
る
。

「
施
設
と
園
芸
」

№
1
6
3
号
（
秋
号
）

の
主
な
内
容

特
集
は
「
施
設
園
芸
に
お

け
る
大
規
模
経
営
の
展
開
」。

①
い
わ
き
小
名
浜
菜
園
に
お

け
る
国
内
最
大
規
模
の
ト
マ

ト
施
設
栽
培
、
②
堀
越
園
芸

に
お
け
る
快
適
で
ゆ
と
り
あ

る
大
規
模
キ
ュ
ウ
リ
経
営
、

③
独
自
性
の
高
い
企
画
・
生

産
・
販
売
で
パ
プ
リ
カ
中
心

の
大
規
模
経
営
の
追
求
、
④

㈲
ア
グ
リ
セ
ゾ
ン
に
お
け
る

葉
菜
類
の
大
規
模
経
営
、
⑤

メ
ル
ヘ
ン
ロ
ー
ズ
に
お
け
る

バ
ラ
大
規
模
経
営
の
展
開
。

技
術
情
報
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
農
業
技
術
。
技
術
情
報

は
、
①
植
物
工
場
統
合
型
環

境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
実

証
と
今
後
の
課
題
、
②
ハ
ウ

ス
日
射
透
過
率
の
評
価
方
法

と
実
測
、
③
ト
マ
ト
生
体
情

報
計
測
と
環
境
制
御
。

今
号
の
全
野
研
若
手
生
産

者
の
自
己
紹
介
は
、
長
嶋
智

久
さ
ん
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

と
西
山
賢
一
さ
ん
（
神
奈
川

県
厚
木
市
）
で
す
。

平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
で
農
林
水
産
省
生
産
局
長
名
で
全
野
研
会
長
宛
に

「
施
設
園
芸
の
生
産
現
場
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
取
組
強
化
の

徹
底
に
つ
い
て
」
以
下
の
周
知
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　「全野研ニュース」に掲載す

る原稿を募集しております。

　最新の栽培技術情報・資材

情報・種苗情報をはじめ、こ

れらに関する質問、意見など

お寄せ下さい。

　メールアドレスは、

yasai@zenyaken.com
　「全野研ニュース」を皆さん

の情報交換の場にしていきま

しょう。

原稿を募集しています

施設園芸・植物工場展2014（GPEC）が
2014年7月23日～25日の3日間
東京ビッグサイトで開催されます。
（主催＝（一社）日本施設園芸協会）

施設園芸の生産現場における
省エネルギーに向けた
取組強化の徹底について

第
4
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

実
行
委
員
長
　
渋 

谷  

忠 

宏
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と
、
今
後
の
農
業
技
術
開
発

の
目
的
は
「
安
全
で
、
機
能

性
と
信
頼
性
が
高
く
、
お
い

し
い
農
産
物
を
、
安
価
に
、

そ
し
て
持
続
的
に
国
民
に
供

給
す
る
」
こ
と
に
行
き
着
く
。

そ
の
た
め
に
個
々
の
農
業
技

術
の
開
発
は
重
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
現
在
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
産
現

場
で
、
適
正
な
技
術
を
イ
ン

テ
グ
レ
ー
ト
し
、
基
本
モ
デ

ル
を
構
築
し
て
展
開
す
る
こ

と
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
、

生
産
方
法
が
日
本
国
民
ひ
い

て
は
世
界
の
人
々
の
「
食
」

を
豊
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
生
産
方
法
の
一
つ

が
施
設
園
芸
で
あ

り
、
植
物
工
場
だ
ろ

う
。
施
設
園
芸
の
作

付
面
積
は
農
耕
地
の

１
％
程
度
に
過
ぎ
な

い
が
、
生
産
額
は
13

％
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
農
業
を
引

っ
張
っ
て
い
る
分
野

で
あ
る
こ
と
は
明
々

白
々
だ
。

こ
れ
ま
で
植
物
工

場
ブ
ー
ム
は
２
度
あ

っ
た
。
今
回
は
「
攻

め
の
農
林
水
産
業
」

と
い
う
気
運
の
中

で
、
担
い
手
が
魅
力

を
感
じ
る
最
先
端
技

術
と
し
て
の
植
物
工

場
だ
。
植
物
工
場
の

よ
う
な
高
度
な
施
設

生
産
は
、
衰
退
す
る

日
本
農
業
の
中
に
あ

っ
て
、
科
学
技
術
に

よ
る
局
面
打
開
の
ひ

と
つ
の
切
り
札
と
し

て
再
び
脚
光
を
浴
び

て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く

植
物
工
場
は
、
季
節
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
生
産
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
食
」
を
意

識
し
た
「
農
業
生
産
」
で
あ

り
、「
健
康
」
を
意
識
し
た

「
農
業
生
産
」。

そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
安
定

供
給
が
可
能
で
あ
る
。
定
時
・

定
量
・
定
質
・
定
価
格
の
生

産
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
。

地
域
や
土
地
を
選
ば
な
い
、

単
位
面
積
当
た
り
の
高
い
生

産
性
、
養
水
分
制
御
に
よ
る

食
味
の
向
上
、
光
制
御
に
よ

る
栄
養
価
の
向
上
、
農
薬
使

用
量
の
低
減
が
可
能
と
さ
れ

る
生
産
体
系
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
が
可
能
と
な
る
。
さ

ら
に
、
労
働
の
平
準
化
、
作

業
環
境
の
快
適
化
、
軽
労
化

が
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し

て
、
周
年
雇
用
、
労
働
力
の

確
保
が
可
能
と
な
る
。

現
在
、
植
物
工
場
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
多
収
技
術
が
参
考

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
オ
ラ
ン
ダ
を
ウ
オ
ッ
チ
し

て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
。
た

だ
、
オ
ラ
ン
ダ
は
見
習
う
国

で
は
あ
る
が
、
日
本
と
違
い
、

輸
出
を
前
提
と
し
た
農
業
生

産
を
や
っ
て
い
る
国
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
近
隣
に
５
兆
円

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｕ

が
あ
る
。
購
買
力
の
あ
る
ド

イ
ツ
が
あ
る
。
日
本
が
東
南

ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
る
の

と
は
少
し
違
う
。
や
は
り

我
々
は
国
内
の
地
固
め
か
ら

始
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
例
え
ば
パ
プ
リ
カ
の

８
割
は
輸
入
だ
。
少
な
く
と

も
こ
れ
は
国
内
産
に
取
り
戻

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
費
者
は
国
産
野
菜
で

あ
れ
ば
国
産
野
菜
を
買
い
た

い
と
い
う
人
が
８
割
以
上
い

る
。
ま
ず
、
足
場
を
固
め
て
、

国
内
自
給
率
の
低
迷
を
く
い

止
め
て
か
ら
、
胃
袋
の
大
き

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
野
に
入

れ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

植
物
工
場
を
は
じ
め
、
日

本
の
施
設
生
産
の
展
開
を
考

え
た
場
合
、
高
度
に
環
境
を

制
御
で
き
る
場
と
し
て
の
機

能
を
前
面
に
押
し
出
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
が
必
要
だ
。
細
霧

冷
房
な
ど
に
よ
り
冷
や
す
機

能
を
有
す
る
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の

保
温
す
る
と
い
う
〝
温
室
〞

の
概
念
か
ら
の
脱
却
し
、
植

物
の
機
能
を
最
大
限
に
引
き

出
す
施
設
へ
と
転
換
す
る

〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞「
高
度

な
環
境
制
御
が
可
能
な
植
物

生
産
施
設
」
で
あ
る
。

こ
の
〝
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

び
な
い
の
で
、
担
い
手
不
足

が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
も
生
産
を
伸
ば
し
て
い
く

商
材
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う

に
、
養
液
栽
培
を
導
入
し
て
、

短
期
多
回
転
を
す
る
こ
と

で
、
10
㌃
あ
た
り
40
㌧
、
さ

ら
に
は
オ
ラ
ン
ダ
水
準
ま
で

伸
ば
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
普

及
・
定
着
に
向
け
て
は
、
誰

で
も
参
加
可
能
と
な
る
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
国
内
標
準

作
り
が
重
要
で
、「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」

か
ら
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
」
の
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

だ
。
フ
ル
タ
ー
ン
キ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
（
キ
ー
を
捻
れ

ば
、
自
動
的
に
生
産
で
き
る

よ
う
な
熟
練
を
必
要
と
し
な

い
作
業
）
に
向
け
た
作
業
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
。

「
一
清
を
も
っ
て
百
術
を

統
べ
る
」。
ビ
ジ
ョ
ン
を
も

っ
て
日
本
技
術
の
標
準
化
を

図
り
た
い
。
い
ま
こ
そ
長
期

的
利
益
を
考
え
る
戦
略
が
必

要
だ
。
総
力
戦
で
や
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
施
設
園
芸
は
伸
び

る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
は
ト
ー

タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
起

こ
す
べ
き
も
の
だ
が
、
そ
の

起
点
と
な
る
要
素
、
ユ
ビ
キ

タ
ス
制
御
技
術
、
環
境
制
御

技
術
、
快
適
環
境
の
創
造
、

多
収
化
技
術
開
発
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
開
発
技
術
な
ど

個
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
統

合
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。

作
物
別
に
見
る
と
、
ト
マ

ト
で
は
、
日
本
で
は
食
味
を

重
視
し
て
き
た
。
オ
ラ
ン
ダ

で
は
収
量
に
力
点
を
置
い
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
、
多
収
で

お
い
し
い
ト
マ
ト
が
待
た
れ

て
い
る
。
近
い
将
来
、
そ
の

よ
う
な
品
種
の
登
場
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ウ
リ
は
作
業
環
境
が

厳
し
く
て
あ
ま
り
収
量
が
伸

　「
植
物
工
場
の
よ
う
な
高
度
な
施
設
生
産
は
、
衰
退
す
る
日
本

農
業
の
中
に
あ
っ
て
、
科
学
技
術
に
よ
る
局
面
打
開
の
一
つ
の
切

り
札
と
し
て
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
」。

　
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
（
全
野
研
）
の
第
58
回
全
国
大
会

茨
城
大
会
で
基
調
講
演
を
行
っ
た
（
独
）
農
研
機
構 

野
菜
茶
業
研

究
所
中
野
明
正
上
席
研
究
員
は
「
若
手
生
産
者
が
魅
力
を
感
じ
る

最
先
端
技
術
導
入
に
よ
る
儲
か
る
施
設
園
芸
」
と
題
す
る
基
調
講

演
の
中
で
植
物
工
場
の
可
能
性
を
強
調
し
た
。
要
旨
を
紹
介
す
る
。

若
手
生
産
者
が
魅
力
を
感
じ
る

最
先
端
技
術
導
入
に
よ
る

儲
か
る
施
設
園
芸

第 58 回全国大会茨城大会

若
手
生
産
者
が
魅
力
を
感
じ
る

最
先
端
技
術
導
入
に
よ
る

儲
か
る
施
設
園
芸
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ハウスでも、露地でも一年を通じさまざまな環境に対応
選んで・作って・食べて ☆大満足☆

OS
交配

収量性・耐病性（かっぱん強し）の高さ・高品質・食味・食感の良さで差がつく
〒３４６－０１０５  埼玉県久喜市菖蒲町新堀２６１６
TEL 0480-85-0854    FAX 0480-85-0407

キュウリ　メロン　カボチャ育種

最
新
資
材
情
報

最
新
資
材
情
報

最
新
資
材
情
報

「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス

タ
ー
」
は
、
最
新
の
配
合
技

術
に
よ
り
、
太
陽
か
ら
の
光

を
適
度
に
散
乱
さ
せ
、
ハ
ウ

ス
全
体
に
光
を
ゆ
き
わ
た
ら

せ
る
画
期
的
な
耐
久
無
滴
農

Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

昨
今
「
高
温
期
対
策
と
し

て
、
梨
地
タ
イ
プ
の
フ
ィ

ル
ム
を
張
っ
て
み
た
い
。
で

も
、
冬
の
間
の
生
育
遅
れ
が

心
配
。
長
期
間
に
わ
た
っ
て

張
り
替
え
を
し
な
く
て
も
よ

い
安
心
で
き
る
フ
ィ
ル
ム
が

い
い
。」
と
い
っ
た
声
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
そ
ん
な
方

に
お
す
す
め
な
の
が
、
耐
久

無
滴
散
乱
光
農
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル

ム
「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス

タ
ー
」
で
す
。

ネ
ポ
ン
は
、
で
き
る
だ
け

価
格
を
抑
え
て
導
入
し
や
す

い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
「
誰
で
も
ヒ
ー
ポ
ン
」

Ｅ
Ｈ
Ｐ
―
60
シ
リ
ー
ズ
を
平

成
25
年
10
月
よ
り
販
売
開
始

し
た
。　

「
誰
で
も
ヒ
ー
ポ
ン
」
は
、

暖
房
専
用
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
で
、
単
体
使
用
型
の
Ｅ
Ｈ

Ｐ
60
Ｃ
と
同
社
製
温
風
暖
房

機
（
ハ
ウ
ス
カ
オ
ン
キ
）
取

付
型
の
Ｅ
Ｈ
Ｐ
60
の
２
機
種

が
あ
る
。
Ｅ
Ｈ
Ｐ

60
Ｃ
は
そ
の
ま
ま

ハ
ウ
ス
内
に
設
置

し
、
単
独
で
運
転

を
す
る
従
来
タ
イ

プ
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
。
大
風
量
の
送

風
機
を
搭
載
し
、

温
風
ダ
ク
ト
利
用

も
可
能
。
ま
た
、

Ｅ
Ｈ
Ｐ
60
は
既
存

の
ハ
ウ
ス
カ
オ
ン

キ
に
追
加
で
取
り

付
け
て
一
体
型
の

暖
房
機
と
し
て
使

用
で
き
る
新
タ
イ

プ
レ
バ
ソ
ン
Ⓡ
フ
ロ
ア
ブ

ル
５（
以
下
、
プ
レ
バ
ソ
ン
Ⓡ
）

は
、
野
菜
類
の
チ
ョ
ウ
目
害

虫
に
加
え
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

２
０
１
３
年
７
月
ト
ル
ネ

ー
ド
Ⓡ
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
が
い
よ
い

よ
発
売
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ル
ネ
ー
ド
Ⓡ

エ
ー
ス
Ｄ

Ｆ
は
イ
ン
ド
キ
サ
カ
ル
ブ
を

有
効
成
分
と
す
る
チ
ョ
ウ
目

害
虫
に
達
効
を
示
す
殺
虫
剤

で
、
畑
作
で
は
難
防
除
の
代

表
格

①　

大
型
チ
ョ
ウ
目
害
虫

② 　
薬
剤
抵
抗
性
を
獲
得
し

た
害
虫

こ
の
製
品
は
、
光
の
散
乱

度
合
に
最
大
の
特
長
が
あ
り

ま
す
。
従
来
の
梨
地
型
の
フ

ィ
ル
ム
は
、
夏
場
の
光
を
和

ら
げ
る
効
果
が
大
き
い
の
で

す
が
、
冬
期
曇
天
が
続
い
た

場
合
な
ど
に
生
育
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ハ
ウ
ス
の
中
に
入
っ

た
光
の
散
乱
角
度
が
大
き

く
、
一
部
の
光
が
ハ
ウ
ス
外

に
逃
げ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス
タ

ー
」
は
、
フ
ィ
ル
ム
を
透
過

し
た
太
陽
光
の
散
乱
角
度
を

狭
く
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
微

散
乱
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
の
外
に
逃

げ
る
光
が
少
な
く
な
り
、
透

明
フ
ィ
ル
ム
と
ほ
ぼ
同
じ
全

プ
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
。
ハ
ウ

ス
カ
オ
ン
キ
の
送
風
機
を
共

用
す
る
こ
と
で
、
初
期
費
用

が
よ
り
安
く
、
新
規
の
設
置

ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
な
い

た
め
導
入
し
や
す
い
。
さ
ら

に
、
共
用
す
る
送
風
機
分
の

電
気
代
が
得
と
な
り
、
い
っ

そ
う
の
経
費
節
減
が
可
能
。

従
来
タ
イ
プ
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
を
導
入
し
た
際
、
送
風
能

力
が
不
足
し
て
い
る
と
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
ム
ラ
が
生
じ
て

類
な
ど
の
ハ
エ
目
害
虫
に
も

高
い
効
果
を
発
揮
す
る
殺
虫

剤
で
す
。

プ
レ
バ
ソ
ン
Ⓡ
の
最
大
の

特
長
は
、
苗
へ
の

灌
注
処
理
に
よ
り

約
4
週
間
と
い
う

長
期
残
効
性
を
実

③ 　
老
齢
幼
虫
（
成
長
が
進

み
、
薬
剤
が
効
き
づ
ら
く

な
っ
た
幼
虫
）

に
対
す
る
高
い
効
果
、
そ

し
て
約
２
週
間
持
続
す
る
残

効
性
で
畑
作
用
殺
虫
剤
と
し

て
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

果
菜
類
で
も
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

へ
の
高
い
効
果
か
ら
幅
広
く

支
持
を
得
て
い
ま
す
。

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

５
と
ト
ル
ネ
ー
ド
Ⓡ

エ
ー
ス

Ｄ
Ｆ
は
、
ど
ち
ら
も
天
敵
に

影
響
が
少
な
く
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
を

導
入
し
て
い
る
施
設
内
の
使

用
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
違
う
薬
剤
系
統
な

の
で
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除

の
組
合
せ
と
し
て
も
有
効
で

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

連
作
障
害
・
土
壌
障
害
に

お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

イ
ン
ド
発
の
微
生
物

資
材
「
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
」
が

お
悩
み
を
解
消
し
ま
す
！   

全
国
の
生
産
者
か
ら
高
評

価
、
特
に
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ナ
ス
や
葉
物
に
高
い
実

績
が
あ
り
ま
す
！

原
料
は
ヤ
シ
ガ
ラ
を
主

に
、
み
み
ず
堆
肥
や
ニ
ー
ム

な
ど
を
含
有
し
た
腐
植
に
富

ん
だ
有
機
質
１
０
０
％
の
土

壌
改
良
材
で
す
。
こ
れ
に
植

物
共
生
菌
３
種
の
力
が
、
養

分
吸
収
を
活
発
に
行
い
な
が

ら
、
外
部
か
ら
の
病
原
菌
侵

入
を
守
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
土
壌
改
良
に

は
欠
か
せ
な
い
バ
チ
ル
ス
菌

を
は
じ
め
、
土
壌
中
に
固
着

し
た
リ
ン
酸
を
水
溶
化
し
植

物
体
に
吸
収
し
や
す
い
働
き

を
す
る
微
生
物
菌
や
病
原
菌

に
対
す
る
拮
抗
作
用
の
あ
る

微
生
物
菌
な
ど
、
６
種
の
複

合
菌
の
力
で
、
連
作
障
害
打

破
だ
け
で
は
な
く
、
収
量
・

秀
品
率
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き

ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

大
興
貿
易
株
式
会
社

農
園
芸
事
業
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
３
４
６

―
９
７
６
１

現
し
た
こ
と
で
す
。
育
苗
期

か
ら
定
植
後
に
発
生
す
る
ハ

モ
グ
リ
バ
エ
類
や
、
定
植
後

に
発
生
す
る
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト

ウ
か
ら
苗
を
守
り
、
高
品
質

な
作
物
の
収
穫
に
つ
な
が
る

初
期
生
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。ま

た
、
殺
虫
剤
使
用
頻
度

を
減
ら
し
コ
ス
ト
削
減
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
レ
バ
ソ
ン
Ⓡ

は
散
布
処

理
剤
と
し
て
も
使
用
で
き
ま

す
。
果
菜
類
の
受
粉
に
用
い

困
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

が
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
60
は
ハ
ウ
ス
カ

オ
ン
キ
の
大
風
量
と
温
風
ダ

ク
ト
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き

る
の
で
、
温
度
ム
ラ
の
少
な

い
効
率
的
な
暖
房
が
可
能
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
し
て
は

熱
出
力
１
６
・
８
ｋ
Ｗ
（
６

馬
力
相
当
）、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
４
・

８
９
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
60
、
Ｈ
Ｋ
送

風
機
の
消
費
電
力
を
除
い
た

場
合
）
で
、
ハ
ウ
ス
カ
オ
ン

キ
送
風
機
と
同
数
搭
載
で

き
、
省
エ
ネ
暖
房
で
経
費
節

減
に
貢
献
。
制
御
は
サ
ー
モ

ス
タ
ッ
ト
の
単
独
運
転
と
ハ

ウ
ス
カ
オ
ン
キ
連
動
運
転
が

選
択
可
能
と
な
っ
て
い
る

が
、
高
機
能
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

Ｎ
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
で
実
績
の

あ
る
省
エ
ネ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

制
御
可
能
な
制
御
盤
も
平
成

26
年
春
に
追
加
発
売
予
定

で
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
効
果

が
期
待
で
き
る
。

Ｅ
Ｈ
Ｐ
60
Ｃ
は
参
考
価
格

７
４
８
，
０
０
０
円
、
Ｅ
Ｈ

Ｐ
６
０
は
４
９
８
，０
０
０

円
（
と
も
に
税
別
）。（
Ｅ
Ｈ

Ｐ
６
０
の
取
付
可
能
機
種
に

つ
い
て
は
要
確
認
）

ら
れ
る
ミ
ツ
バ
チ
、
マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
な
ど
の
訪
花
昆
虫
に

は
影
響
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
、
ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ
と
い
っ
た
害
虫
に

対
し
て
即
効
的

に
作
用
し
、
摂

食
行
動
を
止
め

る
こ
と
か
ら
収

穫
物
へ
の
被
害

を
効
果
的
に
抑

え
品
質
を
守
り

ま
す
。

光
線
透
過
率
を
実
現
し
ま
し

た
。
朝
の
急
激
な
温
度
上
昇

を
抑
え
、
葉
焼
け
、
果
実
焼

け
の
回
避
が
期
待
で
き
る
と

同
時
に
、
冬
期
栽
培
で
の
生

育
遅
れ
防
止
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
ハ
ウ
ス
に
入
る
光

が
適
度
な
散
乱
光
と
し
て
、

ハ
ウ
ス
全
体
に
い
き
わ
た
り
、

生
育
ム
ラ
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ご
使
用
い
た
だ
い
た
生
産

者
か
ら
は
、「
今
ま
で
の
梨

地
フ
ィ
ル
ム
と
違
い
、
ハ
ウ

ス
内
全
体
が
、
と
て
も
明
る

い
。」「
冬
期
で
も
作
物
の
生

育
が
透
明
フ
ィ
ル
ム
と
同
じ

で
あ
る
。」「
ハ
ウ
ス
全
体
の

秀
品
率
が
上
が
っ
た
。」
な

ど
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
強
度
や
優
れ
た
無
滴

性
能
な
ど
の
性
能
は
、
ダ
イ

ヤ
ス
タ
ー
と
同
じ
。
も
ち
ろ

ん
、
耐
硫
黄
性
能
を
付
与
し

て
あ
り
ま
す
。

耐
久
無
滴
散
乱
光
農
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル
ム

「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ー
」

三
菱
樹
脂
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
株
式
会
社

「
誰
で
も
ヒ
ー
ポ
ン
」

　
　
　
　

新
発
売
の
お
知
ら
せ

ネ
ポ
ン
株
式
会
社

ハ
チ
、
天
敵
に
影
響
が
な
く
、

施
設
栽
培
に
適
し
た
チ
ョ
ウ
目
殺
虫
剤

プ
レ
バ
ソ
ン
Ⓡ
フ
ロ
ア
ブ
ル
５

デ
ュ
ポ
ン
株
式
会
社

軟
防
除
害
虫
へ
も
効
果
発
揮
す
る

チ
ョ
ウ
目
殺
虫
剤

ト
ル
ネ
ー
ド
Ⓡ
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ

デ
ュ
ポ
ン
株
式
会
社

微
生
物
資
材
「
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
」

大
興
貿
易
株
式
会
社

EHP60（ハウスカオンキ取付型）

EHP60C（単独使用型） EHP室外機
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最
新
資
材
情
報

ハ
ウ
ス
１
月
〜
８
月
播

き
。
半
促
成
・
雨
よ
け
・
夏

穫
り
・
抑
制
に
適
す
。

主
枝
雌
花
着
生
70
〜
80

％
。
節
成
性
は
高
く
、
２
果

成
り
多
い
。

１
０
０
ｇ
果
で
20
〜
21

㎝
。
鮮
緑
で
光
沢
極
良
。

果
形
・
果
長
の
安
定
性
は

シ
ー
ズ
ン
通
し
高
い
。

特
に
単
為
結
果
性
が
極
め

て
強
い
た
め
、
夏
の
高
温
時

に
も
尻
コ
ケ
果
・
流
れ
果
等

は
少
な
く
、
確
実
に
肥
大
す

全
野
研
協
賛
会
に
初
め
て

参
加
し
ま
す
、
㈱
久
留
米
種

苗
園
芸
と
申
し
ま
す
。
創
業

23
年
目
に
な
り
、
胡
瓜
・
苦

瓜
・
ト
マ
ト
・
西
瓜
を
育
成

販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。
最

近
の
胡
瓜
は
果
形
と
褐
班
病

が
最
重
要
で
収
量
性
が
少
な

い
感
じ
が
し
ま
す
。
弊
社
は

一
貫
し
て
、
多
収
で
耐
病
性

（
特
に
褐
班
病
）
を
重
点
に
育

成
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
紹

介
す
る
２
品
種
は
促
成
〜
半

促
成
で
能
力
を
発
揮
す
る
。

①
「
新
聖
」
褐
班
病
と
ベ

ト
病
に
は
耐
病
性
が
あ
り
、

節
成
は
80
〜
90
％
果
長
22
〜

23
㎝
、
低
温
寡
日
照
下
で
も

果
実
肥
大
が
優
れ
初
期
よ
り

秀
品
率
と
収
量
が
特
に
多

く
、
色
艶
が
良
く
市
場
評
価

の
良
い
胡
瓜
が
で
き
る
。
節

成
が
高
い
の
で
初
期
は
も
ち

ろ
ん
、
高
温
期
に
な
っ
て
も

収
量
が
途
切
れ
な
い
。
昨
年

の
栽
培
で
は
他
社
の
品
種
よ

り
１
・
３
倍
の
収
量
を
確
認

出
来
ま
し
た
。
又
、
節
成
が

高
い
事
で
草
勢
が
強
す
ぎ

ず
、
葉
も
小
さ
く
す
っ
き
り

し
た
草
姿
で
子
枝
１
〜
２
本

放
任
し
、
摘
葉
・
収
穫
が
ほ

と
ん
ど
で
栽
培
が
楽
に
な
る

品
種
で
あ
る
。

②
「
ブ
レ
イ
ク
６
１
５
」

褐
班
病
に
耐
病
性
が
あ
り
、

節
成
は
促
成
〜
半
促
成
で
70

％
程
度
、
子
蔓
か
ら
孫
蔓
ま

で
順
次
出
る
の
で
ど
ん
な
栽

培
に
も
適
応
出
来
る
。
初
期

の
果
実
肥
大
は
や
や
ゆ
っ
く

り
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け

て
果
実
肥
大
草
姿
共
ど
ん
ど

ん
よ
く
な
り
収
量
が
増
え
て

い
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。
果
長

22
〜
23
㎝
秀
品
率
が
高
く
後

期
に
か
け
て
の
収
量
、
果
実

の
色
艶
、
市
場
評
価
の
高
い

胡
瓜
が
出
来

る
。
葉
は
中

位
、
初
期
に
積

極
的
に
摘
葉
し

果
実
肥
大
を
助

け
、
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て

草
勢
を
見
な
が

ら
摘
芯
摘
葉
を

し
て
多
収
穫
に

努
め
る
。
※
新

し
い
タ
イ
プ
の

西
瓜
を
紹
介
。

蔓
が
伸
び
な

い
（
節
間
が
詰

る
）
た
め
に
通

常
の
１
・
５
倍

の
定
植
で
１
・

３
倍
程
度
の
多

収
穫
な
る
。
畝

幅
１
・
８
ｍ
〜

２
ｍ
、
株
間
50

〜
55
㎝
、
10
ａ

に
１
０
０
０
株

定
植
。（
通
常

６
０
０
株
）
６

〜
８
㎏
の
西

瓜
が
収
穫
で

き
、
多
収
穫
に

な
る
。
草
勢

近
年
は
異
常
気
象
が
さ
ら

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
し
ば

し
ば
農
作
物
に
壊
滅
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
栽

培
に
お
け
る
塩
類
集
積
、
東

る
。草

姿
・
草
勢
は
、
茎
太
く
、

節
間
は
中
位
。

側
枝
は
勢
い
よ
く
発
生

し
、
最
盛
期
以
降
は
ゆ
っ
く

り
と
確
実
に
発
生
し
、
充
実

し
た
生
育
で
終
始
力
強
い
草

勢
を
保
つ
。

葉
は
濃
緑
で
厚
く
、
大
き

さ
は
中
位
。

褐
斑
病
に
強
い
。

ハ
ウ
ス
１
月
〜
10
月
播

き
。
半
促
成
・
雨
よ
け
・

夏
穫
り
・
抑
制
・
越
冬
・

短
期
促
成
（
西
南
暖
地
）

１
月
〜
４
月
播
き
主
枝
60

〜
70
％
。

５
月
〜
８
月
播
き
主
枝
40

〜
50
％
。

９
月
〜
10
月
播
き
主
枝
30

〜
40
％
。

雄
花
節
か
ら
の
成
り
戻
り

も
多
い
。

１
０
０
ｇ
果
で
20
〜
21

㎝
。鮮

緑
で
光
沢
極
良
。
首
か

ら
尻
ま
で
よ
く
整
い
、
尻
コ

ケ
・
尻
太
果
が
少
な
い
。

ト
ゲ
は
中
位
。
歯
切
れ
良

く
食
感
良
好
。

果
実
肥
大
が
早
く
、
安
定

し
た
草
勢
に
よ
り
長
期
に
亘

り
秀
品
多
収
と
な
る
。

草
姿
・
草
勢
は
、
す
っ
き

り
と
し
た
受
光
性
の
良
い
草

姿
で
あ
る
。

側
枝
の
発
生
は
良
好
で
、

収
穫
最
盛
期
以
降
も
し
っ
か

り
と
伸
び
続
け
、
長
期
に
亘

っ
て
ス
タ
ミ
ナ
が
維
持
さ
れ

る
。褐

斑
病
に
強
い
。

が
強
い
の
で
元
肥
は
減
肥
で

き
、
親
蔓
を
伸
ば
し
そ
の
親

蔓
の
２
〜
３
番
果
に
交
配
着

果
。
株
元
よ
り
子
蔓
が
順
次

２
本
程
度
伸
び
る
。
そ
の
子

蔓
を
放
任
し
果
実
肥
大
を
助

け
る
。
丸
型
の
黒
皮
の
赤
肉

と
縞
皮
の
赤
肉
。
い
ず
れ
も

糖
度
12
度
は
確
保
で
き
肉
質

の
し
ま
っ
た
美
味
し
い
西
瓜

が
出
来
る
。
家
庭
菜
園
の
小

さ
な
畑
で
も
西
瓜
を
作
る
喜

び
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
西

瓜
で
あ
る
。

日
本
大
震
災
で
の
津
波
や

沿
岸
部
の
台
風
に
よ
る
塩
害

な
ど
、
種
類
は
違
う
も
の
の

「
塩
」
に
悩
ま
れ
て
い
る
状

況
も
あ
り
ま
す
。

農
作
物
が
受
け
る
こ
の
よ

う
な
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、

作
物
の
安
定
生
産
に
寄
与
す

る
新
し
い
高
機
能
液
肥
「
サ

カ
タ
液
肥
Ｇ
Ｂ
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

当
商
品
は
日
本
甜
菜
製
糖

㈱
が
製
造
し
た
副
産
植
物
質

肥
料
で
、
機
能
性
ア
ミ
ノ
酸

「
グ
リ
シ
ン
ベ
タ
イ
ン
」
を

豊
富
に
含
む
有
機
液
体
肥
料

で
す
。
グ
リ
シ
ン
ベ
タ
イ
ン

は
葉
面
散
布
お
よ
び
灌
水
施

用
で
植
物
の
細
胞
に
溶
け
込

み
、
細
胞
膜
に
働
き
か
け
て
、

植
物
が
受
け
る
環
境
ス
ト
レ

ス
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
障
害
）
を

緩
和
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
商
品
を
灌
水
施
用
し
た

場
合
、
根
に
作
用
し
て
短
期

間
の
う
ち
に
根
張
り
が
非
常

に
旺
盛
に
な
り
、
活
着
力
や

吸
収
力
が
向
上
し
ま
す
。
ま

た
、
細
胞
を
保
護
し
て
水
を

逃
げ
に
く
く
す
る
効
果
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
数
回
の
散

布
に
よ
り
高
温
・
強
日
射
時

の
植
物
の
し
お
れ
軽
減
に
大

き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
枯
れ
上
が
り
や

葉
の
乾
燥
程
度
も
遅
く
な
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
根
圧
や
細
胞
浸
透
圧
が

上
が
る
た
め
、
夏
場
に
陥
り

や
す
い
微
量
要
素
欠
乏
症
や

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
も
緩
和
で

き
ま
す
。

ま
だ
各
作
物
へ
の
施
用
法

が
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

有
効
活
用
す
れ
ば
今
後
世
界

規
模
で
起
こ
り
う
る
異
常
気

象
や
海
水
面
上
昇
に
よ
る
耕

作
不
能
地
へ
の
対
応
、
砂
漠

で
の
作
物
栽
培
な
ど
、
応
用

範
囲
は
限
り
な
く
広
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

◆
規
格
：
10
㎏
、
１
㎏　
　

　

 

注
：
１
㎏
は
４
個
単
位
で

の
販
売

◆
標
準
小
売
価
格
（
税
抜
）：

　

 

￥
１
５
、
０
０
０
（
10
㎏
）

　

￥
４
、
０
０
０
（
１
㎏
）

「
ゆ
う
み
」「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」

㈱
埼
玉
原
種
育
成
会

高
温
・
低
温
・
乾
燥
・
塩
害
に
強
く
す
る

サ
カ
タ
液
肥
Ｇ
Ｂ

㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ

グラフ表示

営業部
〒243-0215　神奈川県厚木市上古沢411
ＴＥＬ：０４６-２４７-３２６９  ＦＡＸ：０４６-２４８-６３１７

施設園芸用ヒートポンプ施設園芸用ヒートポンプ 暖房専用

【ハウスカオンキ取付型】

EHP60 室外機
※ハウスカオンキは含みません。

●試算条件
①A重油 価格95円/リットル
②電力料金

③管理温度 10℃の場合

10.55円 /kWh
（中部電力の低圧季節別時間帯別
電力で昼間・夜間の加重平均、
基本料金含む）

誰でもヒーポン 1台 ハウスカオンキ

約３割ダウン約３割ダウン

誰でもヒーポン ２台

約４割ダウン約４割ダウン
ランニングコスト比較

〒243-0215　神奈川県厚木市上古沢411　ＴＥＬ：０４６-２４７-３２６９　ＦＡＸ:０４６-２４８-６３１７営業部

ゆ
う
み（
結
実
）６
３
７

エ
ク
セ
レ
ン
ト
６
２
０

「
新
聖
」「
ブ
レ
イ
ク
615
」

「
矮ブ

ッ
シ
ュ性

西
瓜
」 

㈱
久
留
米
種
苗
園
芸
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⑴
で
は
「
現
代
に
お
け
る
苗

生
産
業
の
軌
跡
」
と
題
し
、

①
売
り
苗
、
輸
送
苗
、
苗

大
量
生
産
の
起
こ
り
、
②

Ｕ
Ｆ
苗
、
プ
ラ
グ
苗
、
新

接
ぎ
木
法
の
実
用
化
、
③

野
菜
苗
の
需
要
量
の
推
定

と
供
給
概
況
、
④
大
量

苗
生
産
、
苗
の
付
加
価
値

向
上
を
目
指
す
技
術
の
改

良
・
進
歩
、
に
つ
い
て
。

⑵
「
接
ぎ
木
苗
の
大
量
生
産

技
術
の
進
歩
」
で
は
、
接

ぎ
木
苗
の
大
量
生
産
技
術

の
開
発
・
改
良
、
機
械
に

よ
る
自
動
接
ぎ
木
法
の
開

発
、
に
つ
い
て
。

⑶
「
高
付
加
価
値
苗
の
開
発

と
普
及
」
で
は
、
①
サ
ブ

ス
ト
レ
ー
ト
苗
、
②
固
化

培
地
苗
、
③
接
ぎ
木
断
根

貯
蔵
苗
、
④
高
接
ぎ
ト
マ

ト
苗
、
⑤
ト
マ
ト
接
ぎ
木

２
本
仕
立
て
苗
、
⑥
ワ
ク

チ
ン
苗
、
⑦
そ
の
他
の
高

付
加
価
値
苗
を
紹
介
。

⑷
「
人
工
光
用
閉
鎖
型
育
苗

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
普
及

で
苗
の
新
時
代
へ
」
で
は
、

「
苗
テ
ラ
ス
」
の
装
置
、

性
能
、
栽
培
方
法
、
期
待

さ
れ
る
効
果
を
解
説
。

⑸
「
苗
生
産
・
流
通
の
現
状

と
課
題
、
展
望
」
で
は
、

①
流
通
苗
を
生
産
す
る
育

苗
業
界
の
実
態
、
②
苗
の

需
給
の
地
域
性
、
③
野
菜

苗
生
産
事
業
の
課
題
と
展

望
、
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
普
及
性
の
高

い
苗
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

・
サ
ブ
ス
ト
レ
ー
ト
苗

　

専
用
の
育
苗
用
土
を
ロ
ー

ル
状
に
し
て
送
出
さ
れ
る
生

分
解
性
の
不
織
布
で
タ
バ
コ

状
に
包
み
込
み
、
５
㎝
ほ
ど

の
長
さ
に
切
断
し
た
円
形
状

の
培
地
を
サ
ブ
ス
ト
ト
レ
イ

上
に
配
置
し
、
１
株
ご
と
に

移
動
で
き
る
苗
に
仕
上
げ
た

一
種
の
成
型
苗
。

・
固
化
培
地
苗

　

調
製
さ
れ
た
各
種
の
培
地

に
、
高
性
能
な
熱
融
着
性
繊

維
を
一
定
割
合
混
合
し
、
耐

熱
性
の
セ
ル
ト
レ
イ
な
ど
の

容
器
に
充
填
し
、
80
℃
以
上

の
熱
で
加
熱
処
理
す
る
こ
と

に
よ
り
固
化
し
た
培
地
を
用

い
て
育
て
上
げ
た
苗
で
、
商

品
名
を
「
エ
ク
セ
ル
ソ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
苗
」
と
呼
ん
で
い

る
。

・
接
ぎ
木
断
根
貯
蔵
苗

　

台
木
を
断
根
し
て
接
ぎ
木

し
た
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
の

果
菜
類
の
苗
を
、
適
温
、
適

湿
、
適
光
量
な
ど
の
好
適
養

生
・
貯
蔵
条
件
で
貯
蔵
し
た

苗
。
商
品
名
を
ヌ
ー
ド
メ
イ

ク
苗
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

る
。

・
高
接
ぎ
ト
マ
ト
苗

　

接
ぎ
木
苗
は
、
接
ぎ
木
の

接
合
部
が
青
枯
れ
病
の
汚
染

土
壌
に
接
触
す
る
と
、
そ
こ

か
ら
感
染
し
、
あ
る
い
は
接

合
部
が
地
面
に
近
い
と
、
接

触
し
な
く
て
も
穂
木
の
自
根

が
発
生
、
そ
れ
が
汚
染
土

壌
に
進
入
、
病
原
菌
に
感
染

し
、
発
病
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
定
植
に

あ
っ
て
は
深
植
え
し
な
い
よ

う
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

育
苗
に
当
た
っ
て
は
、
接

ぎ
木
部
は
最
低
地
上
か
ら
５

㎝
以
上
の
長
さ
を
保
つ
こ
と

が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
長
さ
が
足
り
ず
、
あ
る
い

は
株
周
り
に
土
を
か
け
す

ぎ
、
感
染
・
発
病
す
る
場
合

も
生
じ
、
連
作
栽
培
現
場
で

は
と
く
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
苗
は
、
接
ぎ
木
部
位

を
本
葉
２
枚
の
上
の
高
所
と

し
、
感
染
を
回
避
し
よ
う
と

す
る
も
の
。「
高
接
ぎ
ハ
イ

レ
ッ
グ
苗
」
と
し
て
最
近
市

販
さ
れ
は
じ
め
た
。

・
ト
マ
ト
接
ぎ
木
２
本
仕
立

て
苗

　

ト
マ
ト
の
整
枝
の
仕
方
と

し
て
は
、
実
用
栽
培
で
は
、

収
量
・
品
質
、
栽
培
管
理
の

面
か
ら
主
枝
一
本
仕
立
て
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
接
ぎ
木
苗
の
利

用
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、

高
価
な
苗
代
の
節
減
の
た

め
、
あ
る
い
は
育
苗
の
労
力

節
減
の
た
め
に
、
主
枝
＋
側

枝
、
あ
る
い
は
主
枝
摘
心
側

枝
伸
ば
し
の
二
本
仕
立
て
栽

培
が
、
か
な
り
多
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
仕
方
は
、
農
家
自
身

が
接
ぎ
木
し
摘
心
し
て
二
本

仕
立
て
に
す
る
場
合
、
接
ぎ

木
の
流
通
苗
を
購
入
し
て
農

家
が
摘
心
し
て
二
本
仕
立
て

苗
に
養
成
す
る
場
合
、
苗
生

産
業
者
が
接
ぎ
木
二
本
仕
立

て
に
し
農
家
は
流
通
苗
を
購

入
し
て
栽
培
す
る
な
ど
様
々

で
あ
る
。

・
ワ
ク
チ
ン
苗

　

苗
に
対
し
て
弱
毒
ウ
イ
ル

ス
株
を
接
種
し
て
本
圃
に
お

け
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
止

す
る
こ
と
は
、
過
去
に
お
い

て
ト
マ
ト
の
ウ
イ
ル
ス
病
対

策
と
し
て
実
用
化
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
手
法
で
、
夏
秋
期
の
産
地

の
一
部
で
果
実
の
奇
形
や
、

株
の
枯
死
で
大
問
題
と
な
っ

て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
に
モ
ザ
イ

ク
病
や
急
性
萎
凋
症
を
発
生

さ
せ
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
ズ
ッ
キ
ー
ニ
黄
斑
モ

ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
（
Ｚ
Ｙ
Ｍ

Ｖ
）
を
押
さ
え
る
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
苗
を
用
い
て
防

除
す
る
手
法
が
用
い
始
め
ら

れ
て
い
る
。

野
菜
・
花
き
で
は
、
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
の
発
生
が
多
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。

本
害
虫
は
、
発
生
密
度
が

高
く
な
っ
て
か
ら
で
は
防
除

が
困
難
と
な
る
た
め
、
ほ
場

の
観
察
を
き
め
細
か
く
行
い

早
期
発
見
に
努
め
、
発
生
初

期
で
の
防
除
を
実
施
す
る
。

野
菜
・
花
き

【
露
地
栽
培
】

・
１
か
月
予
報
（
10
月
４
日

気
象
庁
発
表
）
で
は
、
気

温
は
全
国
的
に
高
め
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
気
温
が

高
い
と
害
虫
が
発
生
し
や

す
い
環
境
と
な
る
た
め
、

発
生
を
認
め
た
場
合
は
適

期
に
防
除
を
実
施
す
る
。

【
施
設
栽
培
】

・
気
温
が
高
い
場
合
は
、
栽

培
管
理
上
施
設
を
開
放
す

る
機
会
が
増
え
る
の
で
、

病
害
虫
の
施
設
へ
の
侵
入

ま
た
は
野
外
へ
の
飛
び
出

し
に
注
意
が
必
要
。

・
施
設
内
が
過
湿
に
な
る
と

病
害
の
発
生
が
助
長
さ
れ

る
の
で
、
施
設
周
辺
に
排

水
路
を
整
備
し
て
、
雨
水

が
施
設
内
に
入
ら
な
い
よ

う
に
留
意
す
る
と
と
も

に
、
作
物
の
株
間
の
通
風

を
図
る
等
、
施
設
内
が
過

湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管

理
す
る
。
ま
た
、
病
害
の

早
期
発
見
に
努
め
、
伝
染

源
と
な
る
罹
病
葉
や
罹
病

果
は
除
去
し
、
適
期
に
薬

剤
防
除
を
実
施
す
る
。

・
ウ
イ
ル
ス
病
を
媒
介
す
る

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
等
の
侵
入
ま
た
は

野
外
へ
の
飛
び
出
し
を
防

止
す
る
た
め
、
施
設
の
開

口
部
に
防
虫
ネ
ッ
ト
等
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
雑
草

は
こ
れ
ら
の
害
虫
の
発
生

源
と
な
る
の
で
、
施
設
内

及
び
周
辺
の
定
期
的
な
除

草
に
努
め
る
。

・
栽
培
終
了
後
は
蒸
し
込
み

処
理
等
を
行
い
、
作
物
残

さ
で
の
生
存
虫
を
死
滅
さ

せ
て
か
ら
搬
出
し
、
土
中

に
埋
め
る
等
確
実
に
処
分

す
る
。

板
木
技
術
士
事
務
所
の
板
木
利
隆
氏
が
「
種
苗
界
」
の
平
成
25
年
４
月
〜

９
月
号
に
連
載
し
た
「
野
菜
苗
生
産
の
進
歩
、
現
状
と
課
題
⑴
〜
⑸
」
よ

り
「
高
付
加
価
値
苗
の
開
発
と
普
及
」
を
中
心
に
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

平成２5年度
病害虫発生予報第8号
平成２5年度

病害虫発生予報第8号
10月17日付

野菜苗生産の進歩
現状と課題

■ 発生が「多い」・「やや多い」と予想される病害虫及び地域（露地・施設栽培）

作物名 病害虫 発生が「多い」地域 発生が「やや多い」地域

野菜共通
タバコガ類 北陸 南関東、近畿

ハスモンヨトウ 四国 南関東、北陸、近畿

キャベツ 黒腐病 南関東、近畿、中国

だいこん 軟腐病 北陸、近畿

ねぎ
軟腐病 南関東、北陸

アザミウマ類 南関東、北陸、東海、四国、北九州

いちご

炭そ病 東海 関東、東海

アブラムシ類 北九州 北陸

ハダニ類 北関東、東海 四国、北九州

きゅうり

うどんこ病 南関東、四国

褐斑病 関東、北陸、近畿、四国

アザミウマ類 南関東　

トマト
灰色かび病 北陸、南九州

コナジラミ類 東海

なす アザミウマ類 北陸 四国

＊アザミウマ類、コナジラミ類及びハダニ類は、発生密度が高くなってからでは防除が困難となるため、ほ場の観察を
きめ細かく行い早期発見に努め発生初期での防除を実施する。

＊ハスモンヨトウは、ほ場の観察をきめ細かく行い、発生状況に応じて適期に防除を実施する。
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